
第195号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、質
疑
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和３年８月15日

（お知らせ）次の定例会議号は、11月15日（月）発行予定です。

　　　　

　　　

　　　

　

　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

政

友

会
芝
田
　
裕
美

未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
佐

藤
　
　

剛

立

憲

民

主

党
津
久
井
　
清
氏

日

本

共

産

党
松
原
　
美
子

公

明

党
富
田
　
信
恵

○
議
案
第
２
号

問　

条
例
改
正
の
概
要
、
特
例
措

置
の
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
の
概
要
、
及
び
税
収
へ
の
影

響
を
伺
い
ま
す
。

答　

ま
ず
、
改
正
の
概
要
で
す
が
、

地
方
税
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、

浸
水
被
害
対
策
の
た
め
に
整
備
さ

れ
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
対
し

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

特
例
割
合
を
定
め
る
も
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
特
定
都
市
河
川
浸

水
被
害
対
策
法
等
の
改
正
に
よ
り

法
的
枠
組
み
が
整
備
さ
れ
、
特
定

都
市
河
川
の
流
域
で
民
間
事
業
者

等
が
浸
水
防
止
を
図
る
た
め
に
整

備
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
係

る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
課
税
標

準
に
条
例
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ

る
特
例
措
置
を
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
講
ず
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
割
合
は
、
地
方
税
法
で
は

３
分
の
１
を
参
酌
と
し
て
、
６
分

の
１
以
上
、
２
分
の
１
以
下
の
範

囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で

定
め
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
本

市
は
国
が
示
し
て
い
る
参
酌
割
合

で
あ
る
３
分
の
１
と
し
ま
す
。

　

次
に
、
特
例
措
置
の
対
象
と
な

る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
つ
い
て

連
携
協
力
を
行
う
施
設
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
国
家
戦
略
特

別
区
域
内
に
お
い
て
、
ゼ
ロ
歳
か

ら
５
歳
ま
で
の
児
童
の
保
育
が
可

能
な
国
家
戦
略
特
別
区
域
小
規
模

保
育
事
業
に
つ
い
て
も
、
実
際
に

３
歳
以
上
の
児
童
の
保
育
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
卒
園
後
の
受

け
皿
と
な
る
連
携
協
力
を
行
う
施

設
と
し
て
新
た
に
対
象
に
加
え
る

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
待
機

児
童
が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ

る
国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
い
て
、

特
定
地
域
型
保
育
事
業
所
の
整
備

促
進
に
資
す
る
施
策
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
議
案
第
５
号

問　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ

て
、
収
入
の
国
庫
補
助
金
を
増
額

し
、
支
出
の
委
託
料
を
増
額
す
る

要
因
と
事
業
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答　

今
回
増
額
す
る
委
託
料
は
、

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
鎌
ケ
谷

市
公
共
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
点

検
や
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　

国
は
、
社
会
資
本
整
備
の
ス
ト

ッ
ク
を
将
来
に
向
け
て
確
実
に
引

き
継
い
で
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、

既
存
施
設
を
計
画
的
に
維
持
管
理
、

更
新
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
公

共
事
業
予
算
を
安
定
的
、
持
続
的

に
確
保
し
て
い
く
と
の
方
針
を
示

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
当

初
予
算
策
定
時
の
想
定
よ
り
多
く

の
交
付
金
が
配
分
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
本

市
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
施
設
の
点

検
調
査
の
進
捗
が
図
ら
れ
ま
す
。

で
す
が
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
等
の
規
定
に
よ
り
、
都

道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
民
間
事
業
者
等
が
整
備
す

る
調
整
池
、
浸
透
池
、
貯
留
槽
な

ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
税
収
へ
の
影
響
に
つ

い
て
で
す
が
、
本
改
正
は
現
状
の

水
災
害
の
軽
減
を
前
提
に
改
正
す

る
も
の
で
あ
り
、
既
存
の
施
設
に

対
し
て
軽
減
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
現
状
の
税
収
か
ら
減
収

に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
対
象
区
域
に
指
定
さ
れ
た
場

合
に
、
該
当
す
る
施
設
が
設
置
さ

れ
た
際
に
は
、
特
例
措
置
期
間
で

あ
る
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
税

収
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
工
事
の
規

模
や
使
用
す
る
部
材
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
事
業
者
が
約

160
ト
ン
の
雨
水
貯
留
槽
を
設
置
し

た
と
き
の
費
用
を
約
１
千
900
万
円

と
し
て
算
出
す
る
と
、
通
常
の
場

合
、
そ
の
償
却
資
産
に
か
か
る
年

間
の
固
定
資
産
税
額
は
約
24
万
７

千
円
で
す
が
、
特
例
割
合
を
採
用

し
た
場
合
は
、
そ
の
３
分
の
１
の

約
８
万
２
千
円
と
な
り
、
約
16
万

５
千
円
の
減
収
に
な
り
ま
す
。

○
議
案
第
３
号

問　

条
例
改
正
の
背
景
を
伺
い
ま

す
。

答　

ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
児

童
を
保
育
す
る
特
定
地
域
型
保
育

○
議
案
第
４
号

問　

高
齢
者
等
へ
の
検
査
助
成
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
対
象
の
想
定
数

の
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答　

ま
ず
、
高
齢
者
施
設
数
で
す

が
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
重

症
化
し
や
す
い
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
施
設
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
14
か
所
を
事
業
の
目
的
か
ら

優
先
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
介
護
施

設
等
で
の
よ
り
一
層
の
感
染
拡
大

や
重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
に
、

短
期
入
所
生
活
介
護
な
ど
を
加
え
、

34
か
所
に
拡
大
し
た
も
の
で
す
。

○
議
案
第
４
号

問　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
背
景
を

　

次
に
、
対
象
者
数
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
す
る
介
護
施
設
数
を
拡
大

し
た
こ
と
や
、
令
和
２
年
度
に
お

け
る
本
事
業
の
実
績
か
ら
想
定
し

ま
し
た
。

伺
い
ま
す
。

答　

本
給
付
金
は
国
の
支
援
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中

事
業
者
は
、
卒
園
児
の
受
け
皿
と

な
る
連
携
施
設
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
連
携
施
設
の
確
保
が
著
し
く

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

令和３年５月会議の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
同意案第１号 監査委員の選任について 同　　意 全会一致

令和３年６月会議の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
議案第１号 鎌ケ谷市国民健康保険条例及び鎌ケ谷市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第２号 鎌ケ谷市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第４号 令和３年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致
議案第５号 令和３年度鎌ケ谷市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第６号 令和３年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致
議案第７号 令和３年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 全会一致
議案第８号 令和３年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第９号 令和３年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
同意案第１号 固定資産評価員の選任について 同　　意 全会一致

※審議の詳細な内容については、８月下旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

で
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

し
て
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
に

支
給
す
る
も
の
で
、
令
和
３
年
５

月
28
日
に
国
か
ら
正
式
な
通
知
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
計
上
し
た
も

の
で
す
。
対
象
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
を
除
く
そ
の
他
の
子
育
て
世
帯

で
、
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手

当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

○
議
案
第
４
号

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
住
宅

確
保
給
付
金
の
支
給
基
準
と
前
年

度
の
支
給
実
績
を
伺
い
ま
す
。

答　

ま
ず
、
住
居
確
保
給
付
金
の

支
給
に
は
、
世
帯
の
収
入
と
資
産

に
基
準
が
あ
り
ま
す
。
初
め
に
、

世
帯
の
１
月
あ
た
り
の
収
入
基
準

額
に
つ
い
て
、
単
身
世
帯
の
場
合

は
、
基
準
額
８
万
１
千
円
に
上
限

額
４
万
１
千
円
以
内
の
実
際
の
家

賃
額
を
加
え
た
額
、
二
人
世
帯
の

場
合
は
、
基
準
額
12
万
３
千
円
に

上
限
額
４
万
９
千
円
以
内
の
実
際

の
家
賃
額
を
加
え
た
額
な
ど
と
な

り
、
世
帯
の
人
数
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。
収
入
基
準
額
を
超
え
る

収
入
が
あ
る
場
合
は
支
給
対
象
外

と
な
り
ま
す
が
、
収
入
が
基
準
額

を
超
え
て
い
る
も
の
の
、
上
限
額

受
給
者
、
18
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
令
和
３

年
度
分
の
市
町
村
民
税
均
等
割
が

非
課
税
の
方
、
ま
た
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
令
和
３
年
１
月
以
降
の
家
計

が
急
変
し
、
令
和
３
年
度
分
の
市

町
村
民
税
均
等
割
非
課
税
相
当
の

収
入
と
な
っ
た
方
と
な
り
ま
す
。

以
内
の
実
際
の
家
賃
額
を
加
え
た

収
入
基
準
額
以
下
の
場
合
は
一
部

支
給
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
世
帯
の
資
産
額
で
す
が
、

現
金
及
び
預
貯
金
の
合
計
額
が
単

身
世
帯
の
場
合
48
万
６
千
円
以
下
、

二
人
世
帯
の
場
合
73
万
８
千
円
以

下
な
ど
世
帯
の
人
数
に
よ
っ
て
異

な
り
、
ま
た
債
券
、
株
式
、
投
資

信
託
、
生
命
保
険
な
ど
は
含
ま
ず
、

負
債
が
あ
る
場
合
で
も
相
殺
は
し

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
中
に
新
規

申
請
し
た
方
の
再
々
延
長
の
申
請

時
は
、
世
帯
の
基
準
額
に
３
を
乗

じ
た
額
ま
た
は
上
限
50
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
令
和
２
年
度
の
支
給
実

績
で
す
が
、
支
給
延
べ
件
数
は
415

件
、
支
給
合
計
額
は
１
千
723
万
４

千
300
円
で
し
た
。

各
委
員
会
の
委
員
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

各
委
員
会
の
委
員
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

委
員
長�

森
　
谷
　
　
　
宏

副
委
員
長�
宗
　
川
　
洋
　
一

委
　
　
員�
松
　
原
　
美
　
子

委
　
　
員�
矢
　
崎
　
　
　
悟

委
　
　
員�

佐
　
藤
　
　
　
剛

委
　
　
員�

津
久
井
　
清
　
氏

委
　
　
員�

小
　
易
　
和
　
彦

委
　
　
員�

勝
　
又
　
　
　
勝

委
員
長�

葛
　
山
　
繁
　
隆

副
委
員
長�

富
　
田
　
信
　
恵

委
　
　
員�

佐
　
竹
　
知
　
之

委
　
　
員�

森
　
谷
　
　
　
宏

委
　
　
員�

針
　
貝
　
和
　
幸

委
　
　
員�

松
　
澤
　
武
　
人

委
　
　
員�

三
　
橋
　
一
　
郎

委
　
　
員�

大
　
野
　
幸
　
一

委
員
長�

矢
　
崎
　
　
　
悟

副
委
員
長�

後
　
関
　
俊
　
一

委
　
　
員�

宗
　
川
　
洋
　
一

委
　
　
員�

松
　
原
　
美
　
子

委
　
　
員�

鈴
　
木
　
哲
　
也

委
　
　
員�

泉
　
川
　
洋
　
二

委
　
　
員�

河
　
内
　
一
　
朗

委
員
長�

中
　
村
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福
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委
　
　
員�

佐
　
藤
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津
久
井
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委
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小
　
易
　
和
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委
　
　
員�

土
　
屋
　
裕
　
彦

委
　
　
員�

勝
　
又
　
　
　
勝

※�

所
属
議
員
２
人
以
上
の
会
派
は
、議
会

運
営
委
員
の
選
出
な
ど
が
で
き
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
）

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

都
市・市
民
生
活
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会


